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を
実
現
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
前
述
の
大
学
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
の
自
由
度
を
与
え
、

そ
れ
ら

の
機
能
強
化
を
図
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
取
組
を
計
画
し

て
い
る
。

・
幅
広

い
教
養
の
修
得
の
た
め
の
授
業
科
目

(テ
ー
マ
別
の
科
目
や

総
合
的
な
科
目
等
)
を
こ
れ
ら
の
大
学
等
の
人
的
資
源
を
有
効
活

用
し
、
提
供
す
る
こ
と
。

.
石
川
県
の
伝
統
と
文
化
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
授
業
科
目
を
企
画

し
、
新
規
の
授
業
科
目
と
し
て
開
講
す
る
こ
と
。

・
特
定
の
領
域
に
限
定
さ
れ
な
い
主
専
攻

・
副
専
攻
制
に
よ
る
専
門

教
育
の
拡
大
が
可
能
と
な
る
こ
と
。

・
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
を
様
々
な
専
門
を
学
ぶ
学
生
や
社
会
人
な
ど
が

集
う
場
と
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
文
化
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
。一方
、
企
業
人
、

一
般
社
会
人
、
高
校
生
等
に
対
し
て
は
、

以
下
に
掲
げ
る
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
企
業
人
に
は
、
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
を

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
の
場
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
。

.
シ
テ
ィ
カ
レ

ッ
ジ
で
開
講
さ
れ
て
い
る
授
業
科
目
を
県

民

・
市
民
に
提
供
し
、
そ
の
生
涯
教
育
に
貢
献
す
る
こ
と
。

・
高
校
生
等
に
は
大
学
等

で
の
学
問
内
容
を
示
し
、
進
学

へ

の
動
機
づ
け
を
行
う
こ
と
。

.
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
独
自

の
行
事

(た
と
え
ば
、
シ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
大
学
祭
)
を
金
沢
市
中
心
部

の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開

催
す
る
こ
と
で
新
し
い
文
化
の
創
造
と
に
ぎ
わ

い
の
創
出

を
目
指
す
こ
と
。

こ
れ
ら
の
取
組
の
全
体
像
を
図
3
に
示
し
て
お
く
。

図3《 大学連携による石川の「知」の拠点の創出》取組概要

石川県内の19高等教育機関
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域
と
連
携

し
た
技
術
者
教
育

～
長
野
高
専
専
攻
科
の
長
期
学
外
実
習
の
現
状
と
課
題
～

中

澤

達

夫

(長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
)

一

は

じ

め

に

最
近
、
教
育
機
関
に
お
い
て
学
外
で
の
研
修

(イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
)
を

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
る
こ
と
の
重
要
性
が
、
強
く
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
多
く
の
大
学
や
高
専
で

一
週

間
か
ら
四
週
間
程
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
に
よ
る
単
位
認
定

が
行
わ
れ
は
じ
め
た
。
長
野
高
専
で
は
、
す
で
に
平
成
四
年
頃
か
ら

本
科
四
学
年
学
生
に
対
し
て

「実
務
訓
練
」
と
い
う
名
称
の
科
目
を
、

夏
季
休
業
中
に

一
な
い
し
二
週
間
の
期
間
で
実
施
し
て
き
て
い
る
。

最
近
で
は
、
四
学
年
全
学
生
数

(定
員
二
〇
〇
名
)
の
半
数
を
超
え

る

一
〇
〇
名
以
上
が
、
長
野
県
の
地
域
企
業
を
中
心
と
す
る
様
々
な

企
業
や
官
公
庁
等
で
実
務
訓
練
を
受
け
て
い
る
。

(実
務
訓
練
の
詳

細
に
つ
い
は
、
「
工
学
教
育
」
誌
五

一
巻

一
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
で
ご
参
照
願
い
た
い
)
。

平
成

一
五
年
に
設
置
さ
れ
た
長
野
高
専
専
攻
科

(二
専
攻
、
合
計

定
員
二
〇
名
)
で
は
、
本
科
の
実
務
訓
練
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
技
術
者
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
重
要
な
項

目
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
設
置
初
年
度
か
ら

一
学
年
学
生
の
必

修
科
目
と
し
て

一
五
週
間
の

「学
外
実
習
」
を
受
講
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。
こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
制
度
化

さ
れ
た
実
施
は
全
国
の
高
専
お
よ
び
大
学

で
も

ほ
と
ん
ど
例
が
な

く
、
本
校
で
も
手
探
り
し
な
が
ら
よ
り
良
い
方
向
を
模
索
し
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
校
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
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に
対
す

る
現
在
の
取
組
や
、
実
施
し
て
分
か

っ
て
き
た
問
題
点
と
今

後
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
地
域
企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る
人
材
育
成

と
い
う
観
点
を
含
め
て
、
概
要
を
ご
紹
介
す
る
。

二

人
材
交
流
に
よ
る
産
学
連
携
教
育
に
向
け
て

学
生

の
学
外
で
の
研
修
は
、
二
週
間
程
度
の
短
期
間
で
あ

っ
て
も

受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
企
業

・
機
関
に
は
大
変
な
ご
負
担
を
強

い
る

こ
と
に
も
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
特
に
長
期
の
場
合
、
受
入
れ
企

業

機
関
と
の
十
分
な
連
携
が
な
け
れ
ば
継
続
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
実
施

は
困
難
で
あ
る
。
本
校
に
は
、

一
〇
〇
社
以
上
の
地
域
企

業

・
機
関
が
入
会
す
る
長
野
高
専
技
術
振
興
会
が
平
成

一
三
年

一
月

に
発
足
し
て
お
り
、
こ
の
組
織
と
本
校
内
の
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
が
共
同
し
て
、
企
業
等
と
学
校
と
の
交
流
の
機
会
を
作
り
、
長

野
高
専

の
教
育
研
究
に
つ
い
て
広
報
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
求

人
情
報
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
毎
年
、
表

1
に
示
す
よ
う
に
本
校
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
頻
繁
に
交

流
会
等
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
技
術
相
談
等

の
件
数
も
年
々
増
加
傾

向
に
あ

る
。
こ
う
し
た
中
で
、
具
体
的
な
共
同
開
発

・
研
究
の
事
例

も
徐
々
に
増
え
る
な
ど
、
企
業
技
術
者
と
本
校
教
員
と
の
間
で
の
交

流
が
深
ま
っ
て
き
て
い
る
。

専
攻
科
に
お
け
る

一
五
週
間
の
長

期
学
外
実
習
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
ま
と
ま

っ
た
形
で
の
企
業
説

明
会
等

は
実
施

し

て
い
な

い
が
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
個
別
に
説
明

を
行

っ
て
い
る
。
従
来
か
ら
地
域
の

中
小
企
業
等
か
ら
は
地
域
企
業
に
人

材
を
提
供
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

強
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
も
会
社
紹
介
の
好
機
と
捉
え
て
協

力
を
申
し
出
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
多

い
。
実
習
を
受
け
る
学
生
や
そ
の
指

導
に
当
た
る
教
員
に
と

っ
て
は
、
地

域
に
も
技
術
水
準
の
高

い
企
業
や
、

興
味
深
い
製
品
開
発
を
行

っ
て
い
る

事
業
所
が
あ
る
こ
と
を
知
る
機
会
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
企
業
等

(総
務

担
当
者
、
現
場
の
技
術
者
)
と
学
校

(学
生
、
教
員
)
と
が
互
い
に

相
手
を
訪
問
す
る
形
で
学
生
の
教
育
と
現
職
技
術
者
の
教
育
を
行

っ

て
交
流
す
る
こ
と
で
、
双
方
が
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
授
業
の

一
環
で
あ
る
学
外
実
習
と
、
求
人

・
就
職
活
動
を
混

同
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
と
い
う
共
通
目
標
を
掲
げ
て
企
業
と
学
校
が
協
力
し
て
長
期

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組
む
と
い
う
考
え
方
に
は
、
賛
同
し
て

く
だ
さ
る
企
業
も
少
な
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

表1長 野高専地域共同テクノセンター開催行事の回数と参加人数

三

長
野
高
専
専
攻
科
長
期
学
外
実
習
の
概
要

【な
ぜ
長
期
間
～

一
五
週
間
～
な
の
か
】

一
五
週
間
と
い
う
実
習
期
間
は
、
典
型
的
な
例
と
し
て
、
実
習
を

受
け
る
学
生
が
製
造
業
の
開
発
部
門
に
配
属
さ
れ
た
場
合
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
想
定
し
て
設
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
始
め
の
二
な
い

し
三
週
間
で
企
業
の
様
子
や
担
当
す
る
テ
ー

マ
の
詳
細
、
到
達
す
べ

き
目
標
を
把
握
し
、
続
く
八
な
い
し

一
〇
週
間
程
度
で
具
体
的
な
開

発
業
務
を
行
い
、
最
後
の

一
週
間
程
度
で
ま
と
め
と
引
継
ぎ
を
行

っ

て
終
了
す
る
。
こ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
技
術
振
興

会

の
会
合
な
ど
を
通
じ
て
い
く
つ
か
の
地
域
企
業
等
か
ら
ご
意
見
を

伺
う
中

で
浮
か
ん
で
き
た
案
で
あ
り
、
近
年
の
企
業
に
お
け
る
開
発

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
三
か
月
程
度
を
単
位
と
し
て
進
行
す
る
例
が
多

い

と

い
う

こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
い
る
。
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て

も
、

一
五
週
間
は

一
セ
メ
ス
タ
ー
に
相
当
す
る
た
め
、
受
講
学
生
は

こ
の
期
間
中
他
の
講
義

の
レ
ポ
ー
ト
等
を
気
に
か
け
る
こ
と
な
く
、

集
中
し
て
学
外
実
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
利
点
が
あ
る
。

一

方
で
、
長
期
に
わ
た

っ
て
学
校
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
基
礎
的
な

学
習
の
継
続
に
難
が
あ
り
、
専
攻
科
修
了
後
の
就
職
や
大
学
院
進
学

の
た
め
の
学
力
を
付
け
る
上
で
問
題
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

懸
念
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

表
2
に
、
「学
外
実
習
の
手
引
き
」
に
掲
載
し
て
い
る
実
施
日
程

を
示
す
。
実
際
の
実
習
先
決
定
と
実
施
は
概
ね

こ
の
日
程
に
従

い
、

以
下
の
要
領
で
行
わ
れ
て
い
る
。

【受
入
れ
企
業
の
選
定
】

長
期
学
外
実
習
の
受
入
れ

は
主
と
し
て
長
野
高
専
技
術

振
興
会
会
員
で
あ
る
長
野
県

内
企
業
を
中
心

に
お
願
い
し

て
い
る
。
図
に
示
す
よ
う
に
、

予
め
年
度
当
初

に
調
査
し
た

段
階
で
学
生
数
を
超
え
る
数

の
企
業
か
ら
受
入
れ
可
能

の

返
事
を

い
た
だ

い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
本
校
が
長
年
に
わ

た

っ
て
培

っ
て
き
た
地
域
企

図 事前アンケー トによる受入れ機関調査の結果
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業
と
の
技
術
交
流
、
人
材
提
供
の
実
績
が
基
礎
に
な

っ
て
の
結
果
で

あ
ろ
う
。
県
内
の
企
業
は
必
ず
し
も
規
模

の
大
き
く
な
い
事
業
所
が

大
半
で
あ
る
が
、
本
校
と
の
間
で
十
分
な
意
思
疎
通
が
可
能
で
あ
り
、

実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
等
に
つ
い
て
も
学
校
と
企
業
と
の
話
し

合
い
で
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
大
き
な
利
点
を
持

つ
。
も
ち

ろ
ん
、
個
々
の
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
問
題
が
生
じ
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
本
校
教
員
が
共
同
研
究
等
で
お
付
き
合
い
の
あ
る
県
外
の

企
業
や
自
治
体
等
に
依
頼
し
て
引
き
受
け
て
い
た
だ

い
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
受
入
れ
事
業
所
と
学
生
、
学
校

の
三

者
で
十
分
な
意
思
疎
通
が
で
き
る
こ
と
を
重
視
し
て
選
定

・
依
頼
し

て
い
る
。

【学
生
へ
の
周
知
】

学
生
に
長
期
学
外
実
習
の
学
習
目
標
や
意
義
を
事
前
に
周
知
し
て

お
く
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
専
攻
科
学
生
の
多
く
は
、
本

科
四
年
生

の
時
に
二
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
体
験
し
て
お

り
、
む
し
ろ
長
い
期
間
の
実
習
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
み
に
く
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
極
端
な
場
合
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
混
同
し
て
し
ま
う
こ
と

も
心
配
さ
れ
る
た
め
、
何
を
学
習
す
べ
き
か
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
「学
外
実
習
の
手
引
き
」
と
い
う
冊
子
を

作

っ
て
配
布
し
、
専
攻
科
入
学
直
後
か
ら
こ
の
手
引
き
に
基
づ
い
て

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行

っ
て
い
る
。
「手
引
き
」
の
冊
子
に
は
、
実
習
の

意
義
や
受
講
の
心
構
え
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
実
習
企
業
を
決
定

す
る
過
程
や
実
習
期
間
中
に
提
出
す
べ
き
報
告

の
書
式

(表
2
の

「実
施
日
程
」
中
に

「別
紙
書
式
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
)
が

全
て
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
冊
子
は
学
生
だ
け
で
な
く
、
実
習

受
入
れ
期
間
に
も
配
布
し
て
説
明
も
行
い
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

【研
修
先
決
定
】

学
生
は
、
各
自
が
実
習
先
と
し
て
希
望
す
る
企
業
等
に
自
分
で
連

絡
を
取
り
、
実
習
内
容
な
ど
の
具
体
的
な
条
件
交
渉
を
行
い
、
実
習

先
を
決
定
す
る
。
少
数
で
は
あ
る
が
、
こ
の
過
程
で
マ
ッ
チ
ン
グ
が

う
ま
く

い
か
ず
、
別
の
企
業
等
と
再
交
渉
す
る
こ
と
も
あ
る
。
学
生

は
交
渉

の
過
程
を
逐

一
学
校
に
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
が
、

教
員
は
あ
く
ま
で
も
助
言
す
る
立
場
を
と
り
、
学
生
の
自
主
性
を
引

き
出
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
自
主
的
な
交
渉
過
程
を
経
る

こ
と
や
実
習
期
間
が
長
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
多

く
の
学
生
は
実
習
期

間
中
に
徐
々
に
そ
の
組
織
に
対
す
る
帰
属
意
識
も
生
ま
れ
て
く
る
場

合
も
多
く
、
例
え
ば
電
話
の
応
対
な
ど
も
社
会

人
と
し
て
の
態
度
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
の
実
習

の
効
果
も
上
が
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表2実 施日程表(「学外実習の手引きH16年度版)」に掲載)

期 目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

4月 中旬～5月 下旬

6月 上旬

6月 中旬～6月 下旬

7月 上旬～8月 上旬

8月 中旬～8月 下旬

8月 中旬～8月 下旬

8月 中旬 ～8月 下旬

9月 上旬

9月 上旬

9月 上旬

10月上旬

学外実 習開始後1週 間以内

学外実習期 間中の各 月の末

日10月 上旬 ～2月 中下旬

10月上旬～2月 中下旬

事 項

専攻科長(学 生課専門員)は 、学外実習機関へ受入の可否につい

てアンケート調査を行う。

学外実習担当教員は、学生に対し学外実習機関の受入開示及び希

望調査を行う。

学外実習担当教員は、学生に対し学外実習機関の配属調整を行う。

学生は、実習予定の学外実習機関において打合せを行い、学外実

習担当教員に「学外実習打合せ報告書」(別紙様式A） を提出する。

学外実習担当教員は、学生から提出された 「学外実習打合せ報告

書」に基づき配属学外実習機関（案)を 作成する。

専攻科運営委員会において配属学外実習機関等について審議し、

校長に報告する。

校長は、学外実習機関を決定する。

学生課専門員は、「インターンシップ等体験活動傷害保険」及び

「インターンシップ等体験活動賠償責任保険」への加入手続きを行

う。

校長は、学外実習機関に依頼文書と学外実習申込書(別 紙様式1）

及び誓約書(別 紙様式2)を 提出する。

校長は、学外実習責任者へ委嘱状を交付する。

学外実習開始。

学外実習生は、学外実習開始後一週間以内に学外実習配属先連絡

書(別 紙様式3） を学外実習担当教員に提出する。

学外実習学生は、1か 月ごとに学外実習月報(別 紙様式4)を 作

成し、学外実習責任者の確認を得て、翌月の5日 までに学外実習

担当教員に提出する。

派遣教員は、学外実習期間中に学外実習機関を訪問し学外実習生

の実習状況を調査し必要に応じ指導を行う。

派遣教員は、学外実習機関における調査結果を学外実習調査書

(別紙様式5） により学外実習担当教員へ報告する。

学外実習学生は、学外実習期間中に配属先等に異動があった場合は、速やかに学外実習担当教員に

報告するとともに、異動報告書(別 紙様式6） を学外実習担当教員に提出する。

16

17

18

19

20

2月 下旬

3月上 旬～3月中 旬

3月 中旬まで

3月 中旬

3月

学外実習終了

学外実習責任者は、学外実習が終了したときは、学外実習評定書

(別紙様式7)を 学外実習担当教員へ提出する。

学外実習学生は、学外実習が終了したときは、学外実習報告書

(様式は任意)を学外実習責任者及び学外実習担当教員へ提出する。

学外実習担当教員は、学外実習の成績を評価し、専攻科運営委員

会に報告する。

学外実習報告会
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【研
修
の
実
施
】

実
習
期
間
は

一
〇
月
初
旬
か
ら
の
実
質

]
五
週
間
以
上
で
、
学
生

自
身
と
受
入
機
関
と
の
相
談
で
決
定
す
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
報

告
会
等

の
日
程
の
都
合
も
あ
り
、
二
月
末
ま
で
に
は
終
了
す
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
。
実
習
が
始
ま
る
と
学
生
は
、
定
期
的
に
学
校
宛

に
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
正

式
に
配
属
部
署
が
決
ま

っ
た
時
点
で
配
属
の
報
告
を
行
う
。
そ
の
後
、

毎
月

一
回
月
次
報
告
を
提
出
す
る
、
こ
の
報
告
書
は
、
受
入
れ
機
関

の
担
当
者
の
確
認
を
経
て
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
担
当
者

に
は
欠
勤
や
遅
刻
の
回
数
な
ど
も
含
む
勤
務
状
況
を
記
述
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
学
生
の
報
告
内
容
に
社
外
秘
の
情
報
が
含
ま
れ
て

い
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
も
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
実
習
期
間
中
に
少
な
く
と
も

一
回
は
担
当
教
員
が
実
際
に

受
入
機
関
を
訪
問
し
、
実
習
め
状
況
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
先

方
の
担
当
者
と
学
生
の
双
方
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
さ
ら
に
、

実
際
の
現
場
の
見
学
調
査
も
実
施
し
て
い
る
。

【ま
と
め
、
報
告
会
】

実
習
期
間
修
了
後
に
学
生
は
実
習
期
間
全
体
に
わ
た
る
報
告
書
を

学
校
に
提
出
す
る
。
ま
た
、
三
月
初
旬
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
報

告
会
を
開
催
し
、
受
講
者
全
員
が
報
告
を
行
う
。
こ
の
報
告
会
は
現

在
の
と
こ
ろ
学
内
だ
け
で
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
は
内
容
の
秘
密

保
持
等

の
問
題
点
を
検
討
し
た
上
で
公
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

四

今
後
の
課
題

【長
期
間
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
問
題
点
】

何
と
か
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
長
期
学
外
実
習
で
あ
る

が
、
課
題
も
多
い
。

○
実
習
内
容
は
あ
る
程
度
以
上
高
度
な
も
の
に
し
た
い
。
実
際
に
受

講
す
る
学
生
の
力
量
に
依
存
す
る
部
分
も
大
き

い
が
、
多
く
の
場

合
大
学
卒
の
新
入
社
員
が
担
当
す
る
も
の
と
同
等
以
上
の
仕
事
を

課
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
秘
密
保
持
契
約
等
が
必
要

に
な
る
場
合
も
あ
り
、
学
校
側
が
提
出
を
求

め
る
報
告
書
の
内
容

や
報
告
会
で
の
発
言
に
注
意
す
る
必
要
が
出

て
く
る
。

○
単
位

の
認
定
法
に
工
夫
が
必
要
。
長
期
に
わ
た
り
学
外
で
実
習
を

行
う
た
め
、
担
当
教
員
が
的
確
に
学
習
成
果

の
評
価
を
行
う
た
め

の
資
料
は
、
企
業
側
の
実
習
担
当
者
と
の
緊
密
な
連
絡
と
直
接
の

実
習
現
場
訪
問
な
ど
で
揃

え
る
必
要
が
あ
る
。

○
実
習
中
の
怪
我
や
病
気
な
ど

へ
の
対
策
が
必
要
。
現
在
は
実
習
期

間
中
有
効
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
保
険
二
種
類
に
全
学
生
を
加
入

さ

せ

て

い
る
。

【今
後

の
検
討
事
項
】

○
共
同
開
発
研
究
と
連
携
し
た
学
外
実
習
の
実
施
を
考
え
た

い
。
企

業
等
と
の
共
同
研
究
に
学
生
を
参
加
さ
せ
る
試
み
に
つ
い
て
は
、

既
に

一
部
の
本
校
教
員
が
自
身
の
担
当
す
る
卒
業
研
究
や
特
別
研

究
の
範
囲
で
実
施
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
企
業
側
か
ら
は
、
学
生

が
共
同
研
究
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
れ
な

い
か
と
の
提
案
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

と
の
組
合
せ
で
の
実
施
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○
海
外
事
業
所
で
の
実
習
実
施
も
検
討
し
た
い
。
製
造
業
の
多
く
は

海
外

に
生
産
拠
点
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
長
期
学
外

実
習
生
受
入
れ
企
業
か
ら

「実
習
の
学
生
を
海
外
事
業
所
に
出
張

さ
せ
て
も
よ
い
か
?
」
と
い
う
お
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
。
海
外
事

業
所
で
の
実
習
は
、
学
生
に
と

っ
て
有
益
な
面
も
多

い
が
、
日
常

生
活

や
安
全
面
で
の
不
安
も
多

い
。
今
年
度
、
海
外
の
状
況
調
査

の
た
め
東
南
ア
ジ
ア
に
あ
る
長
野
県
内
企
業
の
事
業
所
の
、
教
員

に
よ
る
視
察
を
計
画
し
て
い
る
。
す
で
に
昨
年

一
二
月
中
旬
に
中

国

(
上
海
地
区
)
を
訪
問
し
て
可
能
性
を
調
査
し
、
引
き
続
い
て
、

中
国

(東
莞
地
区
)、

マ
レ
ー
シ
ア
地
域
の
調
査
を
予
定
し
て
い

る
。

五

お
わ
り
に

平
成

一
七
年

一
月
現
在
、
専
攻
科

の
二
期
生
が
長
期
学
外
実
習
を

受
講
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
学
校
側
と
し
て
も
実
施
経
験
は
ま
だ

昨
年
の

一
期
生
と
今
回
の
二
回
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

に
受
入
れ
て
い
た
だ

い
た
機
関
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
良
好
な
評
価
を
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
長
期
学
外
実
習
の
情
報
が
十
分

に
伝
わ

っ
て
い
な
か

っ
た
り
、
受
入
れ
に
消
極
的
で
あ

っ
た
り
し
た

企
業
等
も
、
今
後
は
実
習
生
を
受
入
れ
た
い
と

い
う
意
向
が
出
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
長
期
学
外
実
習
の
受
講
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、

地
域
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
に
な

っ
た
例
も
あ
り
、
具
体
的
に
地
域

連
携
に
よ
る
人
材
育
成
の
第

一
歩
が
踏
み
出
せ
た
よ
う
に
感
じ
て
い

る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
模
索

し
な
が
ら
、

一
層
の

地
域
企
業
等
と
の
連
携
を
軸
に
、
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
の

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
。

以
上
、
長
野
高
専
の
長
期
学
外
実
習
に
対
す

る
取
組
事
例
の
概
要

を
ご
紹
介
し
た
。
な
お
、
現
代
的
教
育

ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
選
定
さ
れ
た

「地
域
企
業
と
取
組
む
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
」
の
実
施
詳
細
は
、
本
校
H
P
(

)

に
随
時
公
開
の
予
定
で
あ
る
。


